
石川県農林水産研究成果集報 第 27号（2025）                            

 

農林総合研究センター（林業試験場） 

 

粉砕雄花を用いた効率的なスギ溶液授粉技術の開発  

 
１  背景・目的  

スギ花粉症対策の取り組みの１つである「少花粉スギ品種への植替え」

のために少花粉品種同士で人工交配を行い、種子生産する必要がある。

しかし、少花粉スギは雄花を全く着けないかごくわずかしか着けず、着花促

進処理を行っても安定的に雄花を着けず、花粉を採集することが非常に

難しい。そこで、少花粉スギ品種同士の人工交配の省力化を図るために

溶液に入れた雄花を粉砕して花粉懸濁液を作製し、この懸濁液で授粉を

行う方法を開発する。  

 

２  技術のポイント  

(1 )  花粉を含んだ雄花を 10％ショ糖水溶液で重量比が 7 倍程度になる   

ようにミキサーで粉砕し、花粉懸濁液を作製し（図 ） 、雌花のみの袋掛

けした枝に懸濁液をスプレーする。  

(2 )  従来の方法と比べ花粉採集においては 3 割程度に省力化される。  

種子生産や発芽率においては従来法と同程度の成果がある。  

 

３  成果の活用と留意点  

(1 )  雌花は同一個体でも開花時期が異なることから、複数回スプレーを行

う必要がある。  

(2 )  粉砕後の雄花残留物 （③、④）には多数の花粉が残っているため、よ

く洗い流す必要がある（⑥） 。  
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担当者：小倉  晃  

⑥ :③ ,④ の 残 留 物

に は 沢 山 の 花 粉 が

残 っ て い る の で 、

① の 残 っ た 水 溶 液

で 、 花 粉 を よ く 洗

い 流 す 。  

注 意 点 ! ! 
② :撹 拌 時 間

は 雄 花 が つ ぶ

れ る 程 度 に 短

め に す る 。  

① :  雄 花 と シ ョ

糖 水 溶 液 を 入 れ

る 。 水 溶 液 は 撹

拌 で き る 程 度 に

す る 。  

③ :茶 こ し

等 で 濾 し 、

荒 く 不 純 物

を 除 く 。  

④ :径 1 0 0 ㎛

以 上 の ろ 紙

等 で さ ら に

濾 す 。  

⑤ :完 成 ! ! 
雌 花 に 垂 直 に な

る よ う ス プ レ ー

し 、 液 が 滴 る 程

度 に 行 う 。  

図  花粉懸濁液作製手順  


